
ガバニングボード（第142回） 議事要旨 

１．日 時   令和７年６月12日（木）10：00～11：25 

２．場 所   中央合同庁舎第８号館６階623会議室 

３．出席者 

総合科学技術・イノベーション会議(CSTI)議員 

鈴木議員（座長）、宮園議員、伊藤議員、梶原議員、佐藤議員、波多野議員、光石議員 

  内閣総理大臣補佐官 

 森昌文 

  内閣府 

 上山内閣府本府参与 

 濱野事務局長、柿田統括官、塩崎事務局長補、原内閣府審議官、徳増審議官、 

彦谷審議官、岩渕参事官、南部プログラム統括、山海ＰＤ、須賀企画官、寺坂企画官、 

谷貝企画官、岡﨑企画官、小金井補佐 

  外務省 

 松本外務大臣科学技術顧問 

経済産業省 

 大野経産大臣科学技術顧問 

文部科学省 

小安文科大臣科学技術顧問 

４．議題 

（１）SIP第３期課題概要報告（意見交換）（ ※公開議題）

（２）SIP第３期社会実装に向けた戦略及び研究開発計画の変更について（承認）

（※非公開議題）

（３）BRIDGEシステム改革型のうち、令和７年６月30日に予算の移替えを予定している

内容について（承認）（※非公開議題）
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５．配布資料 

  資料１ 課題概要等報告（人協調型ロボティクスの拡大に向けた基盤技術・ルールの 

整備） 

資料２ SIP第３期「人協調型ロボティクスの拡大に向けた基盤技術・ルールの整備」 

の社会実装に向けた戦略及び研究開発計画の変更について 

資料３-１ 「地域中核大学イノベーション創出環境強化事業」について 

資料３-２ 「標準活用加速化支援事業」について 

 

６．非公開理由（議題（２）、（３）） 

  議題（２）及び（３）は非公開情報を用いた議論を含むため、非公開とした。 

 

７．議事 

（１）SIP第３期「人協調型ロボティクスの拡大に向けた基盤技術・ルールの整備」に関して、 

課題のビジョンやその設定背景、実施内容及び成果の社会実装等について意見交換を 

実施した。 

（２）SIP第３期「人協調型ロボティクスの拡大に向けた基盤技術・ルールの整備」の社会実

装に向けた戦略及び研究開発計画について審議し、承認された。 

（３）BRIDGEシステム改革型の地域中核大学イノベーション創出環境強化事業の令和７年度 

予算配分対象事業及び標準活用加速化支援事業の令和６年度補正予算配分対象事業に 

ついて審議し、承認された。 

 

８．議事概要（議題（１）の公開議題のみ） 

午前１０時００分 開会 

○岩渕参事官 それでは、お時間となりましたので、木曜会合を開始いたします。 

 本日は菅議員が欠席、オンラインで参加できれば参加するかもしれないということでござい

ました。 

 それでは、最初の議事はガバニングボードですので、鈴木座長よりお願いいたします。 

○鈴木議員 それでは、ただいまから１４２回ガバニングボードを開催いたします。 

 本日の議題は、お配りしております議事次第のとおり、議題（１）については公開で意見交

換を行います。また、議題（２）と（３）については非公開で審議を行います。 
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 資料はガバニングボード終了後、内閣府のホームページに非公開資料を除き公開いたします

ので、御承知おきください。 

 それでは、初めに、議題（１）のＳＩＰ第３期議題概要等報告を行います。 

 本議題は、各議題の現在の進捗についてＰＤから御説明いただくことに加え、今年度末に行

う中間評価を意識して、社会実装像等についてＰＤから御報告いただき、意見交換を行います。 

 本日は、人協調型ロボティクスの拡大に向けた基盤技術・ルールの整備について、山海ＰＤ

に御出席いただいております。 

 それでは、山海ＰＤから御説明をお願いいたします。 

○山海ＰＤ どうもありがとうございます。 

 それでは、お時間が限られておりますので、多少早口になるかもしれませんが、どうぞよろ

しくお願いします。 

 それでは、私の方から、「人協調型ロボティクスの拡大に向けた基盤技術・ルールの整備」、

こちらは導入が促進されるようなルールになればと考えております。これにつきましてここに

書いてございます内容について御説明させていただきます。 

 それでは、次の００４のページですが、私が今ＰＤとしての活動を進めていく際に、これま

で人材育成、それから研究開発、そして社会的な取組を行ってまいりましたが、そういったネ

ットワークや経験をフルに活用しながらこのＳＩＰを推進していければと思っています。 

 ００５ページです。取り組む内容については、我が国が直面するこの超高齢社会の諸問題、

これをどう解決していくかということを人協調ロボティクスの領域からその解決に向けて活動

していこうということです。 

 ここにあります諸問題、そしてこういったものに対して、００６ページになりますが、イメ

ージとしてはこちらの左側にあるような人協調ロボティクス、様々なものになりますが、こう

いったものが一つの形になって、そして社会に投入する際にはどうしても社会的、経済的な取

組が必要となってまいりますので、あわせてそれを進めていくということになります。その際

には府省庁連携がまた一つ重要なものになっていくとみております。 

 ００７ページです。そういう取組を進めるに際しまして、技術的な取組としましては、人、

そしてこのロボットというのは当然ＡＩロボット、そして情報系が融合した技術を中心として

人協調ロボティクスという領域を開拓していくわけです。例えばここのＨＣＰＳ融合技術であ

るサイバニック化マスター・リモート技術というものは、人とサイバーフィジカルスペースを

融合した領域で活動できるマスター・リモートの技術ということになります。 
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 そして、心身の自由度、自立度を向上するための人協調ロボティクスの技術、脳神経系から

ロボット、スパコンまでがつながって一つのプラットフォームになるような、そういう技術を

整えてまいります。 

 技術的な取組、社会的取組、経済的な取組を同時展開しながら進めていく。その際に様々な

導入を促進していくために必要な工夫とか、あるいは場合によっては各省庁で工夫していただ

いたルールなども整備していただければと思っております。 

 ００８ページ、このＳＩＰでは五つの柱というものを軸に進めていくことになっております

ので、この青く囲ったところがＳＩＰの予算を使うところ、オレンジ色のところはその予算を

使わなくてもできそうなところ、こういったものをこのように分けてＳＩＰ全体の取組として

進めております。 

 特に、イノベーション、このＳＩＰはストラテジックイノベーションプロモーションプログ

ラムとなっておりますので、イノベーションということで社会実装をしっかりしていかないと

いけないということがあります。技術開発だけでなく、事業のところもこのプログラムでは非

常に重要なところになろうかと思います。 

 ００９でございます。ビジョンとミッションの明確化ということで、ここには超高齢化のこ

の時代の中、あるいは少子ということもありますし、人手不足でもありますが、とにかく多様

な働き方が求められるこの時代の中で、生活や心身等の諸問題を解決できる技術として、健康

状態や身体機能、認知・心理など、こういった問題を抱える人々や広く社会で働く人々に対し

てこの技術を投入していく。また、ライフイノベーションの取組としても、人とサイバー・フ

ィジカル空間が高度に融合した人協調ロボティクスの基盤技術・社会実装技術を開発して進め

ていくということになります。 

 ミッションとしては、このプログラムが終わる頃をめどに、国内外で１０拠点以上でユース

ケースというものを示していければと思っております。 

 ０１０ページですが、こちらにその出口イメージです。将来像としてのものが絵として書い

てあります。物理空間同士でつながっていく技術、それから情報空間を介しながらつながって

いく技術、そして情報空間の中でまたつながっていくということで、ロボティクスの技術がこ

のように物理空間でもサイバー空間でも関わりながら機能していくということで進めています。 

 ユースケースがそこにずらっと左側に自立支援、健康管理支援等がありますが、様々な技術

に展開できるもので、ある程度出口を絞って、ステージゲートを含めて社会実装の出口に向け

た取組ということで、絞り込んでいこうと考えております。 
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 では、０１１ページでございます。ここにそれぞれ戦略及び計画の方にはユースケースの事

例を五つぐらい並べておりましたが、それを二つにまとめまして、ユースケース１、２を一つ

の塊にして自立支援・健康生活支援ということで、要介護者の方、あるいは予備軍の方の自立

度を高めていく。つまり、人自体、高齢者自体も身体機能が高まっていく。そして、それによ

って介護する方々の負担が減るという話に加えまして、また介護する方々のお役に立てるよう

な技術に加えて、さらに見守りというものが重要ですので、これは子供の見守り含めていろい

ろ活用できる技術になると思います。 

 そして、出口２の方は、ユースケース３、４をまとめたもので、職場環境等での活動・作業

支援ということで、そういった職場環境等での物品の移動もありますが、この作業支援という

ことで、自律・遠隔技術系を活用しながら、ビルとかあるいは施設、これは介護施設、病院、

そして人がいると汚染されてしまって困ってしまうような領域がありますので、そういったと

ころは逆に人の代行ではなく、人では非常に難しいことになってしまうので、そういったとこ

ろでも活躍できる技術として展開していく。これは先ほどのマスター・リモートや自律ロボッ

トの機能などはその一つになりますが、そういう取組をしていくことになります。これが社会

実装の出口１と２ということになります。 

 ０１２ページですが、この課題では、サブ課題１とサブ課題２と分けまして、サブ課題１で

は要素としての基盤技術、サブ課題２では社会実装技術ということで、サブ課題間・テーマ間

での一体的な研究開発を進めていくという取組になります。 

 ０１３ページになりますが、こういう取組をしていくときに、サブ課題１の方は基盤技術の

それぞれの役を担っていただくために、役割分担をしながら進めてもらっております。そして、

そのときにやはり技術開発ということが中心となりますので、ＴＲＬを見ていくことになって

いくと思います。 

 サブ課題２の社会実装技術も、それぞれ役が違っておりまして、全体のシステムとして仕上

げていくテーマがあり、投入する施設・病院・建物などにこういう技術が入りやすいものにし

ていくテーマもあります。また、工場などではＳＩｅｒと呼ばれる、様々なロボットとかそう

いった技術を工場全体をロボット化するために導入促進・調整する役割として存在してくれて

いる組織があるわけですが、そういったものが業界づくりの中ではかなり重要になりますが、

同様の発想で、職場を含む生活空間の中にこういう技術が入っていくときに、それを推進して

いく導入促進とかメンテなどをしてもらえる役割を担うテーマもあります。こういったテーマ

も社会実装技術と捉えてテーマ構成をしています。そしてさらにこういったものが、ＳＩＰが



－5－ 

終わった後もつながっていくように、協会・協議会の活動や省庁連携をしっかりと進めながら、

持続的・発展的な経済サイクルが成り立つような取組に仕上げていくというのが狙いです。 

 通し番号の０１４、そういうときにとにかく日常的に当該課題を推進していくためのエンジ

ンとして推進コアという組織を準備いたしまして、それぞれがどういう状態になっているか、

どのように連携がうまくいっているか、あるいはちょっとなかなかそこはハードルが高いのか、

そういったところも含めて介入しながら、ユースケース、社会実装の出口、経済的にちゃんと

それが成り立つのかどうか、さらに今後もいろいろな発想・発明が必要になってきますので、

そういったことも含めて取り組んでございます。 

 ０１５ページになりますが、各テーマ①から⑧まであります。採択されている事業者コンソ

はいま全部で１１コンソになりますが、こういったところと日常的に関わりながら連携強化が

できて、一つの塊として出口をつくっていくというやり方を取っています。 

 実はこういう国が行う幾つかの取組では、各テーマそのものにそれぞれ個別に皆さんテーマ

を設定されて、そこを評価するような取組になっておりますが、この課題ではそれぞれのテー

マが一体化されて一つの出口をつくっていくという、そういう取組で進めてございます。 

 ０１６ページになりますが、こういうものを進めていくときに、中身については日常的にこ

ういうものを回していく。この図でいくと左のブロックになりますが。実際にはこれをちゃん

と社会に投入するために、例えばですが、内閣府が行っているほかのプログラム、例えばスー

パーシティ、こういったものとの連携を進めていく。また、関係省庁との連携については、日

常的にこんなことできませんかねとか、ここどういうふうに考えたらいいでしょうかというこ

とを相談しながら進めていっている状況です。 

 国内外での社会実装の推進の活動を進めたり、今後協議会・協会等、そして人材育成の仕組

みを動かしたりしながら、官民連携で新産業創出を進めていければと考えております。 

 次が０１７でございますが、現在進めてもらっている各事業者がここに書いてありまして、

それぞれサブ課題１、サブ課題２、テーマ①から⑧までどういうことをするかということがそ

こに書いてございます。左側のサブ課題１では、技術的なところを中心に、それぞれの役を担

っていただくことになっております。そういったものを活用しながら、サブ課題２のところの

テーマ⑥でシステム全体を整えていく。そして投入先の環境を整えていくところがテーマ⑦、

あるいはそこで利用技術としてこういうものが必要だということをまた洗い出してロボティク

ス連動できるビル・施設等の企画・開発をしていただくことになります。そしてテーマ⑧のと

ころではこういったものを導入し、活用し、メンテしていくためのサービスを構築していく、
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そういう組織としてこちらに書いてございます組織、事業者に加わっていただいています。 

 ０１８ページ、それぞれのテーマで行った成果が一つの塊となっていく。そして、テーマの

右側のブロックが社会実装の取組の中でその役を担っていくということで一つの塊となってい

きます。 

 ０１９ページ、今度はそういうものがどういう構造になっているかというと、例えばテーマ

⑥、⑦、⑧はそれぞれが違う役を担いながら、ロボットというシステム、それから投入先の環

境、そして導入促進という役割をそれぞれ社会実装技術として整えてもらっているという状況

になります。 

 ０２０のページになりますが、ここにテーマ①から⑧までの各テーマを推進している事業者

の方々がどういう成果を出してきているかということが小さな絵で入っておりますが、着々と

こういうものを進めております。実はＳＩＰ全体の１４課題のうちの３課題が契約時期が２３

年の１２月頃になっており、実際に取り組む期間が非常に短かくなってしまっていたのですが、

とにかく急ピッチで推進してもらいまして、予定どおりのスケジュールで目標達成を実現しな

がらここに至っております。 

 それから、次が０２１でございます。０２１にはユースケースが幾つかありましたが、それ

を社会実装の出口として二つにまとめまして、社会実装の出口１、社会実装の出口２として、

これをユーザーレビューの委員の方々にも見ていただきながら評価を頂くということになろう

かと思います。 

 出口１の自立支援・健康生活支援に資するＨＣＰＳ人協調ロボティクス基盤につきましては、

先ほど申し上げましたように、ここに紫色で書いておりますような人の機能改善の支援技術を

準備し、そして見守りを支援し、そしてもう一つの出口２の職場環境等での活動・作業支援に

資するＨＣＰＳ人協調ロボティクス基盤に関しては、投入場所が例えばオフィスとか施設とか

ありますが、そういうところで、あともう一つは、人がいると汚染されて困ってしまうような

場所、そういったところで活動・作業支援ができるようにしていきます。 

 ０２２のページですが、一つの事例として、ＳＩＰの取組の成果として、今回加わってくだ

さっておりますテーマ⑧のところとテーマ⑥のところでタッグを組んでいただきました。そこ

にはほかのテーマのところもかなりこのロボット全体に入り込んだ技術になっております。再

生医療とロボットの技術の連携が次の重要な取組になるでしょう。人材派遣を行うＰＡＳＯＮ

Ａさんという会社には、将来人材派遣だけではなく、ロボットを派遣する業ということを考え

ていただければ、事業としてあるいは業界としてまた一つ新しく構成できるのではないかとい
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うことでご提案をさせていただいて、これについてはかなり最初驚かれたような状況の中で、

それはすばらしいということで今進めていただく流れで動いております。 

 そして、０２３ページ、これが万博の会場のところでしっかりとＳＩＰの取組であることも

示しながら展示とデモが行われる状況をこの４月から実施しております。 

 ０２４ページ、その中の事例として、サイバニック・マスターリモートの技術を使うことで、

例えば遠く離れているところでも作業ができるようにしていく。人がそこに行かなくても自分

がそこに行ったような形で仕事ができる、そういったこともできるようにしておりますし、も

ちろん自律機能で幾つかのタスクをロボットに任せたりもできます。 

 ０２５ページは、そういう使い方の中の更に近い将来ですね、一緒に遊んだり、勉強したり、

離れていても届く思いやりとか、様々な用途というものに展開できるというのが事例で示され

ています。 

 ０２６のところは、人とロボットの共生社会に求められる自由な移動を実現するために、建

物そのものをやはりある程度こういった技術が入りやすいようにしていく必要があるのですが、

既存の建物と新しい建物の両方に適用できるようにＣ－Ｇａｔｅｎｅｔというものを準備しま

した。これによって建物の自動ドアやエレベーターがロボットと一緒に連動して動くような技

術になっています。そういったものをエレベーターのコントロールユニットのところに実際に

組み込んで動かせる状況になってまいりました。 

 それから、０２７ページは、移動弱者のための技術として、また搬送技術にもなり、人やも

のを運ぶことができる技術です。人が乗れば移動弱者の支援ということで、サイバニック化さ

れたＡＩモビリティで、乗っている人の例えば体の生理的な状態を見ながら、何かあればナー

スステーションやクリニックに通知されますし、指定されたところに自動で行ってくれる、そ

ういう技術にしてあげていくよう取り組んでおります。 

 ０２８ページでは、人間が人を見るときに、どうしても表層でものを見たり雰囲気で捉えた

りするしかないのですが、今回ロボットと人との協調という世界を考えて、人ができないこと

でもロボットにはできてしまう場合もありますので、人では把握できないバイタル情報、例え

ば心臓の状態を含めいろいろな人の情報を捉えていくようなコア技術を準備いたしました。そ

れを一旦病院でも使える水準まで高めながら、家庭でも使えるよう発展させたりその技術を例

えばロボットの手のひらとか指先とかに組み込んていく展開も想定しており、胸にロボットの

手を当てるだけで人間では分からないいろいろな情報が分かりますし、それらの情報を病院に

送っていける技術にもなります。 
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 ロボットというのは基本的には動くセンサーとしても捉えることができます。これからＡＩ

の技術をどんどん強化していくときに、データをくださいではなく、ロボットがどんどん動け

ば動くほどデータを集積できるような技術になろうかと思います。 

 ０２９ページをお願いします。こちらの方でこのようにイラストで描いた技術が、０３０に

ありますように、一つ一つ各テーマの成果がまとまってきまして、そして０３１に示しますよ

うに、ある程度お見せできるようなところまで整ってきたというのが今の状況でございます。 

 そして、０３２、０３３、０３４のところには、各事業者が取組内容についてどのような状

況で今進んでいるかということを示したもので、予定どおりしっかりと進めている、あるいは

予定を超えて更に進んでいるという状況のものもあります。令和７年の取組としましては、こ

の赤く囲ったところをしっかり予定どおり進めていくということになろうかと思います。 

 そして、０３５ページになりますが、これは各取組をしている事業者と、それから先ほどの

五つの柱のところでどこをしっかりと見ていくべきかという表です。●のところはしっかりと

担っていただく。○のところもある程度担っていただく。こういったことで左のブロックのと

ころには、この取組の中でサブ課題１は特にその技術のところをしっかり進めていく。また、

人材育成のところもある程度進めていただく。そして、サブ課題２では、社会実装・事業に関

わるところを中心に技術のところもセットしながら進めていくということになります。 

 また、場合によっては社会実装に必要な人材育成ということもあろうかと思います。協会、

協議会、省庁連携などについても、日常的にどういうところを見ていただくかということをこ

の星取表に書いてございます。 

 右の課題全体としては、２５年度のステージゲートのところではそれぞれのＴＲＬ、ＢＲＬ、

ＳＲＬといろいろありますが、そういったところについて３〜４、そして２７年度が終わると

きは技術・事業は６〜７、あるいは制度・社会的受容性・人材は６まで到達できればと思って

おります。 

 次の０３６は、こういう取組をしているときにどうしても人とロボットが関わっていく技術

では、不用意な関わり方をしないように、今はロボットはいろいろ言葉も発することができる

時代になりましたので、こういう中で心理系の技術を投入できるよう取組を行いまして、世界

の中での国際論文としても認められる状況まできました。先発隊として取り組んでいる状況で

す。 

 ０３７ページのところは、サイバニック化されたロボットハンド・アームの技術であり、体

の一部としても使えるような技術となります。これは人の脳神経系からの情報もそうですし、



－9－ 

人間がどういうことをしようとしているかという情報も捉えながら人の活動を支援することに

取り組んでいく、そういったものもコア技術としてまとまってまいりましたので、同様に先進

的な国際論文と発信できました。 

 そして、０３８ページ、これは今後の取組になりますが、ここにございます省庁連携、国際

連携、課題間連携、そしてデータ連携、こういったところをしっかりと進め、またこれまで取

り組んできたものに対しまして、新しくさらに心理系の取組がちゃんと組み込まれたロボット

の技術まで仕上げていければと考えて、これも一つ取組として加えてございます。 

 そして、次は０３９、０４０です。社会実装の考え方やビジネス、知財の話ですが、これは

国内外への発信、それから協会・協議会、業界づくりについての取組、海外の政府などを交え

た取組、あとは関係省庁との連携、人材育成です。知財戦略についてはオープンクローズで進

めていきます。 

 基本は、このＳＩＰでは社会課題を解決していくということになります。社会課題の解決は

もともとパブリックセンター側が税金を使ってやってきた流れがあります。それをちゃんと持

続的・発展的な経済サイクルが成り立つような発想で進めていこうとすると、発明という要素

が入り込むようなことをしなければいけないのですが、そこで今回のこの課題では、社会コス

トを削減したこと自体が経済的な収益に相当するものになるだろうと考えて、そこも重要なフ

ァクターとして盛り込んでおります。 

 それから、０４１、これが社会実装の出口１です。実際に想定される提供財がずらっと並ん

でおります。利便性・価値というものもそこに書いている状況でございます。 

 ０４２につきましても、提供財で重なる部分はかなりありますが、ここにずらっと書いた技

術が提供されていき、そして利便性、その価値、そういったものがここに書いてあるような内

容として示されているということになります。 

 ０４３のところでは、ＰＤが中心となって、国際的な情報発信とか連携を進めております。

かなりいろいろと連携してきている結果、これは非常にすばらしかったのですが、海外の国々

がこういった取組にいろいろ関わっていきたいということで、お声掛けも頂戴し、こういう流

れが見えてきている段階です。 

 ０４４のページのところでございますが、マレーシアでは、マレーシア政府自体が国立の神

経ロボット・サイバニクスセンターとしてこういうものを準備し、０４５ページにも書かれて

おりますが、こういう技術を導入することを彼ら自身が決めて、この１０月にはオープニング

セレモニーが世界の６０か国以上の要人が集まって開催される運びとなりました。 
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 そして、０４６、ここに今回準備していく技術、そこにさらにほかの技術を加えながら、こ

ういったところを展開することで、国際連携等がしっかりできるようにして、我が国がこうい

う取組をしていくことによって、世界的業界づくりというものにつながればと思っております。 

 そして、０４７、こういう国際的な流れの中で海外を訪問しながら、各国の大臣等にもお話

をしたりして進めておりますが、国内の大臣等についてもいろいろ御説明をさせていただき、

府省庁連携がうまく進むような話や、あるいはこれをどういうふうに活用していただけるかと

いうことも御説明をしております。 

 そして、あべ文部科学大臣に関しましては、こういうＳＩＰの取組に関して次代を担う当該

領域の人材育成について、文科省としても相乗りをさせてもらって進めていきたいとのご意見

も頂戴することができ、また資料をつくりまして、この６月に首相の方に御説明いただく流れ

で進めております。 

 そして、次の０４８、これは課題間連携でございますが、スマートモビリティとか、あるい

はスマート防災、統合ヘルスケア、あと包括コミュニティ、こういったところと、海洋もあり

ますが、この赤く囲ったところとの関わりが出てきております。スマートモビリティの課題と

もタッグを組んで進めているという状況です。 

 最後、０４９のページですが、ピアレビューの先生方につきましてはここに書いている状況

でございます。 

 以上でございます。 

○鈴木議員 どうもありがとうございました。 

 それでは、御説明いただいた内容につきまして、まずは有識者議員の方から御意見をお伺い

したいと思います。光石さん、どうぞ。 

○光石議員 御説明ありがとうございます。 

 ００８と思いますが、５本の柱の話があり、技術的なところは非常に進んでいるというのは

よく分かります。この中に制度や社会的受容性というところがあり５本の柱と書かれています。

ところが、０１３を見ると、この制度とか社会受容性が協会、協議会、省庁連携というところ

になり、０１７では、右下の緑色の部分の導入促進ルールが制度になると思いますが、これが

サブ課題外というように書いてあります。０３５では、これも緑色のところはその他となって

います。結局、制度や社会受容性はこのＳＩＰの中でやられるのでしょうか。 

○山海ＰＤ どうもありがとうございます。 

 これは、ここに００８に書いておりますのはＳＩＰでやるものの中で、ＳＩＰの予算を直接
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的に投入していくものと、予算を投入しないでもできるところということで書いてございます。

ですから、これは両方ともＳＩＰで推進していこうと考えているものでございます。 

 どうしてこういう書き方になったかというと、これをつくるときのひな形を内閣府の方から

頂戴したときに、このような構造で二つを書くことになっていたためです。つまり、ＳＩＰの

取組と、ＳＩＰの予算を使わない取組と二つを書くような構造のひな形になっておりまして、

そのように書くものだというように解釈しましたので、ＳＩＰの取組ではございますが、予算

を使ってしっかりと進めていく部分と、予算を使わないで日常的にそこを回していく部分とい

うものが二つまとめて書かれてございます。 

○光石議員 ありがとうございます。 

 例えばテーマ、⑥、⑦、⑧は社会実装に近いところと思いますが、これらを進めようとする

と、やはり制度や社会的受容性は重要になってくると思います。そこにお金がかからないこと

はないと思いますがいかがでしょうか。 

○山海ＰＤ もしよろしければ使わせていただけるとありがたいなと。最初にこれは初期のガ

バニングボードで、この００８のところをこれでじゃ進めてくださいとなったものですから、

そこを変えるというのは結構大変だと考えてここまでやってきましたが、実際にはこういうも

のをやろうとすると、例えば協会とか協議会を動かす場合でも人が動いていくことになります

ので、本当はその辺のところを使えるといいなとは思いながら、そこは今は一生懸命ボランテ

ィアで活動しているという状況になります。 

 実際こういったところも目に見えないところについても、ここはいろいろＮＥＤＯさんとか

ＭＲＩさんと関わっていただいておりますので、工夫とか知恵を出していただきながら上手に

進めさせていただいているのが今の現状でございます。 

○光石議員 ありがとうございます。 

○鈴木議員 他にございますか。宮園さん。 

○宮園議員 大変ありがとうございました。 

 ネットで読んでおりましたら、本庶先生が先生のロボットを使っておられて、いろいろ大変

興味を持ったんですが、本庶先生は体よりも頭を使うのがすごく疲れるということで、それは

何か歩き方とかそういったものに対してまだまだこれから基礎的な脳神経研究というのか、そ

ういったものの研究が必要なのかどうか、どのようにお考えかどうかというのが一つと。 

 それからもう一つは、再生医療との関係で、これを恐らくこういったロボットの研究を進め

るうちに最適な再生医療はどうしたらいいかということにもつながるかと思ったんですが、心
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筋シートとのつながりがちょっとよく分からなかったんですが、そういったことも含めて今後

の方針を教えていただければと思います。 

○山海ＰＤ ありがとうございます。 

 まず、本庶先生が事故に遭われて一時動けなくなった頃に、この技術を使ってくださったの

は、しばらく前で昨年ぐらいだと思います。そのときに脳が疲れる、ということをメディアの

方に語られたことの意味ですが、今回は人とロボットを脳神経レベルでつないでしまうことを

成功させた技術にしておりますので、実は脳がこのロボットをドライブする構造になっており

まして、それを患者さんの体に密着させることによって脳の神経系の情報と物理的な身体とが

一体化する特殊な技術になっております。これは脳科学を含めた新しい取組として高く医学業

界などでも評価を頂戴している流れが出来上がっております。 

 そういう流れの中で、神経系のどの部分がどう改善してきているのかということを実際に見

ることもできてしまう技術になってきました。そうすると、これを治療で使う技術というだけ

ではなくて、診断とか検査をする装置として身体機能を調べていくデバイスとしても実は展開

できるのではないかと思いまして、ロボットというこれまでただのものを扱ってきた技術が、

とうとう人間の脳神経系の領域までつながっていくところを世界で初めてここまで持ってきて

いる技術になっております。こういったものがベースとなり人の身体機能を改善したり高めて

いったりというところになります。 

 あと、実際取り組んでみた結果、昨年出てきた結果ですが、あるまとまった人数の歩行に問

題を抱えている高齢者の方々が１０回程度使うだけで歩行速度が３６％アップし、ロコモ指数

が９２％アップし、ほぼ倍になっていくということも分かりましたので、寝たきりにしないと

いう一つのシナリオが出来上がっていくことになります。それは今回自立度を向上させていく

ということになると思います。 

 それと、もう一つ何だったですか。 

○宮園議員 再生医療です。 

○山海ＰＤ 再生医療、これは実は、またここも非常に重要なのですが、そもそも、細胞を扱

うようなバイオ系の技術の世界とロボットの技術の世界とは全く違う領域の世界なので、多く

のロボット系の研究者たちは細胞が何をしているかなんて全く分かっていません。私はそこを

実はＦＩＲＳＴのときから細胞のことをずっとやっていて１７年間ぐらい再生医療のこともや

ってきております。どうやると細胞の培養がうまくいくかということを通常は人がやっている

のですが、人の能力ですと出てくる細胞がバラバラな状態になってしまうところを全てロボッ
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ト化された技術によって均質な細胞をつくり出すことができるようになります。これに加えま

して、条件を変えていくことがクリーンルーム、ＣＰＣでやっていくときに必要になりますが、

これにも対応していきます。人間が白い服を着て入ってまた出てきて、この繰り返しで汚染さ

れていくようなところを、一旦ロボットだけで閉じた空間さえつくれば、中でトライアンドエ

ラーがどんどんできていく。ただし、それをロボットでただ組合せをさせたのでは効率が悪い

ですから、このサイバニック化マスター・リモートという技術で専門家が外からＣＰＣに入り

込んだ形をロボットでつくるというのが遠隔の技術となります。 

 人協調のロボティクスというと、普通はロボットが例えば生活の中で何かコップを持ってき

てくれるような話だと思われると思うのですが、コップを持ってきてくれてもどんな経済効果

もないわけです。そういう話を家事労働の経済価値だとしてこれだけの市場があるということ

をどうやって数値化したところで実態は家事労働は無休なので日本の経済がどう変わるわけで

はないわけです。従いまして、高付加価値の再生医療領域などを例に、これまで開拓領域とし

て届かなかったところも人協調ロボティクスでここまで持ってきたいという状況でございます。 

○鈴木議員 他にございますか。佐藤さん、どうぞ。 

○佐藤議員 ありがとうございます。 

 ２点だけ確認です。１点目は、人協調ロボットについて、ユースケースというものをどうや

ってつないでいくのかということです。技術的には多分生産拠点に使う人型ロボットとか、い

ろいろなユースケースがあり得ると思います。この中で人協調ロボットという形のユースケー

スが社会実装化されていくときに、どういう姿になるのかについて少し気になります。 

 ベースのテクノロジーは生産工程の人型ロボットもそうですが、かなり共通していると思い

ますが、そこにプラスアルファでどのようなテクノロジーが加わることでこの人協調型ロボッ

トというものになっていくのかということをもう少し詳しく教えていただきたいと思います。 

 二つ目に、それと関係して、恐らく介護とかそういう話になってくると、データの集積とい

うことがすごく大事になってくるだろうと思います。それは必ずしもテクノロジーということ

ではない部分ではありますが、それを先生としてはどういう形で集積して、日本のこうした分

野におけるアドバンテージを確保していくことにつなげていこうと思っておられるのかという

のが２番目の質問です。 

 ２番目の質問に関係して、４０ページに書いてある様に、“ＳＩＰに参加してくれる熱意あ

る企業が経済的リスク覚悟で新産業創出に挑戦してくれる”ということですが、この状態では

まだ社会実装化で産業化していくというところまでは行ってないという様に読めてしまいます。
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リスク覚悟の挑戦という段階ではまだその先の産業化の道筋が見えておらず、誰かがリスクを

負ってこの社会実装化を考えないと最後まで行きつかないリスクのあるレベルなのか、その辺

も併せて教えていただければと思います。 

○山海ＰＤ ありがとうございます。 

 まず、ユースケースについてですが、これは今回の取組では超高齢社会が直面する問題とい

うことに焦点を絞っておりますので、そこで出てくる諸問題の中で、この人協調ロボティクス

の技術が関わることで解決できそうなところをユースケースとして列挙させていただきました。

その中で実はガバニングボードとか日常的なミーティングを過去に行ってきた中で、こを重視

して進めてほしいということもありました。そこが人の自立度を高めていく技術として身体そ

のものの機能を高める話もあれば、支援技術によって自立度が高まる技術もあってくるという

ことになります。 

 あとは、これから２０５０年ぐらいになりますと、国民の約４割が６５歳以上になってまい

ります。これを少子という形で支えるわけにはいかないので、健康年齢をどこまで高められる

かというところで、健康というところにフォーカスすると、センシング技術がかなり重要とな

ってきますので、今おっしゃったように、データということが重要となります。 

 そのために、人の内側情報が重要になります。外からの情報はビジョン系でかなり取れるの

ですが、内側情報というのは、通常は病院で検査しないとなかなか取れない情報ではあるので

す。これが今回内側の情報のかなり重要な部分がセンシング技術としてコア技術ができている

ので、それを身につけてもらいながら見たり、ロボットがそれを見たりという方法での展開を

考えています。ロボット自身の手のひらとか指先にそういったものを持っておりますと、すっ

と胸に触れるとか、おでこに触れるだけで様々な情報を取ってこれるということで、実はロボ

ット自体が人間の生活空間の、特に人間に関わる部分の情報を取り出していく、動くセンサー

としての役割が担えるというのが一つございます。 

 これによって、ユースケースについては出口に合わせながら、社会課題解決のための超高齢

化の問題のところに絞ってフォーカスしているのが社会実装の出口１になります。 

 それから、介護の現場などでデータがどれだけ取れるかというのは非常に重要でして、入所

してから変わっていく状態を含めて、認知のことも全部含めてなのですが、ロボットはずっと

夜も見回りをしていきますし、日常的に関わっていくようなことをしていく話が展開できます。 

 それから、先ほどのセンシング技術とロボット技術をつなげて、データ連携という形に仕上

げております。実は今日も私ここに身につけてございますが、全部クラウドでデータが共通化
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されますので、ロボットはどの人の情報もさっと理解できてしまう、分かってしまう。そうい

う状況の中で、人と人や、人とロボットがどう関わっていくかというものもセットでデータ化

されていきますと、どんどん介護現場での情報が集積されていくことになります。 

 それから、例えば作業する方々、支援する側からすると、無理な姿勢、実は今、介護現場で

約８割近くの人が慢性の腰痛持ちになっていて、日本ではそこに規制がないのですが、ヨーロ

ッパなどではベッドから車椅子、車椅子からベッドの移乗は二人でやらなければいけないとい

うルールがあります。あるいは一人でやるならリフターは大きいのですが手間をかけて持って

くることになります。それをハンプシャー州ではこういった装着型の支援技術が評価され一人

での介護作業に利用されました。要は、腰痛防止につながる技術が社会に登場してきたときに、

例えばこれを省令や省庁からの推奨等、ヘルメットと同じように適切な労務環境のために安全

確保のためにこういう技術がある場合にはそれを使うことを推奨しますということをもし出し

ていただきますと大きく普及が促進されるかと思います。実はバイクのヘルメットも自動車の

シートベルトもルールとして決まっていなければ誰もつけない時代があったのですよね。頭に

ヘルメットをつけると暑いですし、それからシートベルトも今は習慣になりましたが、私たち

の以前のときには面倒くさいなというところでつけないままで許されていた時代がありました。

それから、工事現場での安全靴もそうです。しかし、一度これがルール化された瞬間から、も

う全員がルールを守るのが普通になっていくことで、いきなり例えばシートベルトによって臓

器移植が難しくなるぐらい臓器提供者が少なくなる社会の状況になってきているという例があ

ります。このように、人や社会のために、こういう技術を社会で適用するのが当たり前になる

ような、そういったルールのところは調整できるのではないかなと思っております。 

 また、データをしっかり取って解析をしていくと、例えば職場での作業を無理な体勢でやっ

ているかどうかというのが分かる技術になりますので、これからはそういう技術によってデー

タが整ってきます。 

 それから、最後におっしゃってくださったリスク覚悟で事業として展開する取組について。

日本は１９８０年代の後半には世界の８割の産業用ロボットは日本でつくり、日本で使われる

という大成功をして、それまでは安かろう悪かろうという日本の製品がジャパンクオリティと

称賛される状況を実現したという、これは非常にすばらしいことだと思いますが、それ以降、

政府、そして関係省庁が主導しながら、約３０年が過ぎようとしております。工場以外にはロ

ボットは投入されず、投入しようとしても事業が成り立たずという状況がずっと続いてきてい

るところに、今回、短期間ではありますが、こういう領域のところで事業として回る部分があ
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る程度つくれてきました。医療や健康といった、人や社会にとってどうしてもマストで必要と

されていて、なおかつ創り出す技術と社会ルールとのセットが非常にしやすいところから開拓

するというのが一つの狙いとなります。 

 そこにもう一つ加えて、今度は人ではできないところというのが開拓領域としてあると思い

ます。実は人でできるところは安い賃金の労働者を活用できるような時代にもなっております

ので、そうすると低賃金のところにロボットが入るという話でいきますと、ロボットの初期導

入のところですでにやはり難しい状況になります。まずは、人ではできない領域を開拓し、そ

こは技術としてはちゃんと準備しながら、経済的に成り立つようなタイミングや領域のターゲ

ットを絞り込みながら一つ一つつくっていくというのが今回の狙いとなります。 

○佐藤議員 ありがとうございます。 

 今御説明いただいたような領域というのは、経済合理性というものと比較的遠いところにあ

る様に感じました、生産ロボットであれば産業化とかマネタイズというところと直接的にかな

りつながってくると思いますので、具体的なビジネスモデルというものを作り上げていくこと

が、この先進的技術が世界で活用される為には必要なのではないか、と思います。 

 日本は介護の分野については介護保険などを含めてデータの集積が非常に進んでいると見ら

れています。そうしたデータを技術と融合させることによって、世界にない唯一の機能を持っ

たロボットの製作につなげていければ、グローバルな競争にも打ち勝っていけるだろうと思い

ますので、是非よろしくお願いいたします。 

○山海ＰＤ どうもありがとうございます。 

○鈴木議員 他には。もしよろしければ有識者議員以外からでも、では小安さんから。 

○小安文科大臣科技顧問 ありがとうございます。 

 ご説明を伺っていつもすばらしいと感じています。今回、あまりＡＩについては述べられな

かったのですが、ＡＩロボットという言葉は常にこの課題で出てきますので、そのイメージを

お伺いします。 

 例えば、個別の人を支援する様々な場面では、対象となる個人に関する情報を非常にたくさ

ん集めて学習させるというようなイメージなのか、それとも先ほど少し述べられたように、例

えば健康医療の分野であれば大規模なデータを学習させてモデルをつくるのか、いかがでしょ

うか。そのようなことを考えると、今後、計算資源というのが膨大に必要となっていくことが

懸念されます。ＡＩといっても色々な使い方があり、日本の人口減少が進む中、今後は、いわ

ゆるホワイトカラーの業務をなるべくＡＩが担う対象に移行し、限られた人材資源をその他の
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業務に活かす、というような全体像を考えたときに、ＡＩという漠とした表現がこの分野では

どのように使われていて、今後、どのように整理をされていくかというあたりのご説明をお願

いします。 

○山海ＰＤ ありがとうございます。 

 例えば今回のロボットも、例えば物体認知ということですと、まず環境認知については、あ

る環境にロボットが入った瞬間に、ロボットが記憶している地図や地図内の物体と今自分がい

るところでぱっと見た瞬間にそれをマッチングさせて、自分の自己位置推定というものをＧＰ

Ｓとかを使わないでできる技術になっております。これがＡＩの一つの基本形です。どこそこ

の部屋の何とかを取ってきてというと、環境も物体も認知できるような状況がここの技術とし

て組み込まれております。 

 それから、人に対して当該技術がどう関わっていくかというところで、人というものはどう

いう状況になっていくのかということは先ほどのデータを集める技術でしっかり集めますが、

その計算はやはり計算資源を使っていくことになります。もちろんエッジで計算できるところ

と全体で集めるところではデータの種類の数も、データの量も膨大になっていき大変になって

くるかと思います。今はヨーロッパ、アメリカ、アジアあたりぐらいからのデータは集められ

る状況です。例えばヨーロッパであれば規制があり、データを外に持ち出せないところも工夫

によって持ってこられるようにしました。そういったものは、今はグーグルを含め、ＡＷＳも

含めたところの計算資源を使わせていただいています。また、私自身が関わっている組織や筑

波大学もそうですが、日本屈指のスーパーコンピューターも持っており東大と一緒に運用して

いたりしますので、そういったところも使えるような枠組みの中でやっております。 

 ただ、将来的なことを考えたときには、やはりデータ自体は一つのエリアのコンピューター

で扱うのではなくて、基本的にはクラウドの空間で処理していくやり方になっていきます。集

団としての人の特性と個としての特性というのがありまして、これまでの医療等ではほぼ全て

が集団の医療統計学的なもので物事を見るわけですが、結局それは個には対応しないのです。

今回の取組はそこの全体のところは膨大なデータを使いますが、個に対しては個の時間軸に対

してずっとデータを取っていくものを活用しますので、仕組みとしてはエッジ側のところでか

なり対応できるようになるのではないかと考えております。 

○小安文科大臣科技顧問 おそらく将来的には計算資源を我が国としてはどうするかという問

題が生じると思いますので、是非、内閣府とも、ほかのプログラムとも議論して戦略を作るこ

とを検討いただくのは我が国にとってとても大事だと思います。 
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○山海ＰＤ おっしゃるとおりで、ありがとうございます。これ本当に重要で、我が国は電子

立国日本、半導体は産業の米だとまで言われておきながら、そこに書き込んでいくＩＰに相当

するＣＰＵの設計も含めて、この国ではＣＰＵの設計を授業に入れている国立大学は一つもな

いと言っても過言ではありません。しかし、他国はしっかりとＣＰＵを設計できる側の状態を

つくることによって、並列演算でエヌビディアみたいなＡＩの産業を牽引するような世界が出

来上がってくるようなこととか、アームは半導体のＩＰだけですが世界的に強い存在になり、

世界中の企業に利用させる世界をつくらせていったわけですね。そういうことをしっかりでき

る国の基盤として、科学技術・イノベーション政策としてどう立てつけていくのかということ

はやはり重要ですので、私が思うことを内閣府の方々にもお伝えさせてもらいながらお役に立

てればと思っております。頑張ります。 

○鈴木議員 それでは、波多野さん。 

○波多野議員 ありがとうございます。 

 半導体の重要性、特に設計やＩＰに関して先生がロボットの応用から言及されるのは、非常

にうれしいなと思いました。 

 先生は００４ページに記載のＳＩＰ、ＰＲＩＳＭ、ＦＩＲＳＴなどで御活躍されおり、この

分野もリードされています。。ＣＳＴＩ関連では、ムーンショット型研究開発事業の目標３が

本分野と関連する目ターゲットと思います。ムーンショットの方が先の長期的なターゲットだ

と思いますが、最近では基礎と応用研究の距離が急速に縮まっています。この中で、これらの

取り組みとどのように連携を図っていこうとお考えでしょうか。 

○山海ＰＤ 分かりました。ありがとうございます。 

 私がこの制度を設計した人間ではないので、そこをどこまで語れるか、ちょっとそういう立

場でないので難しいのですが事前にいただいたご質問の中に今回実はそういうこともあったの

で、ムーンショットの方も調べさせていただきました。そうすると、ＰＭは、８人のうちの一

人を除くと全員が大学の教員のようです。つまり何を言いたいかといいますと、私も大学人で

はありますが、大学では学生に研究をさせながら、それを定期的に論文にしていくということ

が一つの成果になりますので社会実装という概念が極めて入りにくいのです。つまり、やって

いることは、学生の教育と論文を書いていく、学術としてまとめる、整理していく、そういう

話になると思います。ですから、ちょっと取り組む軸が少し違っていることに加えまして、取

組の領域を見ますと、それぞれのＰＭがそれぞれ独立した研究開発をしており、基本的には、

皆さん自分たちのところでまとまっていくという話が効率がいいものですから、システムとい
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うのは放っておくとそうなっていくのだと思います。 

今回私たちＳＩＰの場合は、公募で来た事業者を選んで進める立て付けとなっており、内

閣府が挙げていた料理の例で言うとＰＤはシェフに例えられていて、フレンチをつくるのに中

華料理の材料しかないところを、何とかフレンチに仕上げていくというようなシェフの役割で

ミッションの達成に向けた取組をさせていただいております。 

今のムーンショットの流れでいきますと、出口のところのピースが目標として掲げられており、

ＰＭはそれぞれの役割を担うというやり方を取っておりますので、その進め方のスピードによ

っては抜けたままのピースになったりもする可能性もありますし、２０５０年の出口というと

ころの目標設定が、この２０２０年当時に設定した状況でずっとそれで成り立つのかという話

も多少気になるところはございます。 

 これまで内閣府のＦＩＲＳＴ、ＩｍＰＡＣＴとやってきているのですが、ＳＩＰが一番やり

にくいプログラムだと考えます。その理由は、加わってくださる事業者を選ばせてもらえない

からです。内閣府が例として挙げていた料理の例ではシェフであるＰＤが自分で食材を持参し

ていくことも許容される絵が描かれていたものの、実際にはＰＤが選ぶのではなく、研究推進

法人を通じて全て公募で来た事業者から採択委員会を通じて選定し、その上で同じ方向を向い

て歩んでいくという、このアクロバットみたいなことをさせられている状況です。 

 ところが、ムーンショットの場合には、実は彼らが学生時分から私が知っているような先生

たちが今ＰＭをやってくれていますが、そういう人たちにやはり声がかかってきっとなってい

ると思います。そこにはそれぞれの特徴がある人が集まって、どういう出口を本当に実現させ

ていくかということが大切だと思います。時代がどんどんと刻々と変わっておりまして、８年

前、あるいは６年前にはいまのようなＡＩの時代が来るとは誰も思ってなかったわけです。そ

ういうことにリアルにフィードバックがかかりながら、目標設定とかあるいはチーム構成とか

ができると良いように思います。 

 そこで一つ提案としては、もし連携のことを考えていくのであれば、むしろ入り込んでいた

だく形を取って、この何とも言えないマネージ体制の中で一体化させて加わっていただきます

と、一体化というか一緒にやるべきところが増えてくるのかなとも思いました。 

○波多野議員 ありがとうございます。そのようなご意見を期待しておりました。既に連携さ

れているのではないか、と思っておりました。 

 ＳＩＰの大きな価値の一つは、異なる分野や研究のフェーズは、お考えが異なるの方が海外

の方も含めて一堂に会し、協働できる点にあると考えております。今後とも是非よろしくお願
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いします。 

○山海ＰＤ ありがとうございます。 

○鈴木議員 では、最後に大野先生。 

○大野経産大臣科技顧問 どうも今日はありがとうございました。 

 ロボットはもう普及期に入っていると思います。人協調かどうかは別にして。それで、すご

く安くも買えるようになってきましたし、サーベイランスあるいは保守点検などでも使われる

ようになってきました。 

 そういう意味で、できることはここまで高度なんじゃないが、価格が安いということで皆さ

んがそういうものを購入して使ってみてるというのが今の実態だと思います。それにＡＩが入

って来て。それというのはドローンの経過に非常に近いようなところもあって少し心配という

か、先生の御尽力をこれからどう発展させるのかというところに考えを、そういう要素を考え

ておかなければいけないなと思っています。 

 特に例えばアクチュエーターのモーターはかなり高性能に、低価格でも高性能になっている

のはレアアースを持ってるからという理由があったりしますので、これからどう我が国の産業

としてそういう状況の中で育てていくのか、非常に舵取りが重要になってきていると思います。 

 先生がおっしゃられたルール化であったり標準化であったり、そういうところである種のこ

ういうものでなきゃ入れないよということをきちんとディファインしていただいて、産業と共

に発展させていくというのが一つの考え方かなと思います。 

 ということで、是非期待しています。 

○山海ＰＤ ありがとうございます。 

 私は実はＩＳＯ（国際標準化機構）の国際規格をつくるエキスパートメンバーでもありまし

て、生活支援ロボットの規格なども策定して、そして日本でそれを使えるようにしました。そ

うやっておいて、どうなるかをずっと見ておりますが、日本では残念ながら義務化されていな

いのです。新しい規格が出来上がっただけのことでした。 

 せっかく国際標準化を先導して推進し準備しても、それを日本の中に投入するときには義務

化されていないという状況が実際にはあるのです。なぜかというと、日本でそれをやってしま

いますと、小さなチーム・企業がつくったロボットでＩＳＯのシステムを回しながら事業をす

るという話がなかなか難しいからです。 

 こういった実態に合わせながらやっていく中で、何とか成り立っていたものづくりのところ

が、今は国際規格など関係なしにお隣の国がつくる価格体系のものが日本にどんどんと投入さ
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れています。どうつくろうとしても、簡単なものを一つ取ってみても何をつくるにしても日本

の価格とは違う価格になっています。配膳ロボットもそうですし、監視カメラもございます。

監視カメラはいま日本製を買うとかなり高価です。ところが、お隣の国のものを買いますと、

もう安ければ何千円、高くても１万何千円です。試しに買って調べてみました。そうすると、

どこのサーバーにつながっているかというと、全てその国のところに一旦行ってから、私たち

が見られる仕組みになっています。監視カメラというのは大切なところに全部つけていきます

から、我が国の大切な場所の映像情報はもう外国に行っていると見た方が良いでしょう。 

 同じような価格でできないかと思って工夫をして、国内のメーカーさんといろいろな話をし

てみましたが、やはりあの価格ではできないですね。あれはどう考えてみても、先方の国の政

府予算で産業界を強化する政策を実施して、いわゆる２０２５の計画だと思いますが、それが

もう動いてしまっていますので、先ほどの半導体からバッテリー、エンジン、電気自動車に至

るまでがかなりできる国にたった５年ぐらいでも大きく変わっております。 

 これでいいのかということをもう一回考えないといけないのではないでしょうか。 

○鈴木議員 短めに、では、上山先生。 

○上山内閣府本府参与 さっきその話とも関係あるんですが、マレーシアの国立神経ロボット

センターですね、これ以前に向こう大臣としゃべったときの感触なんですが、先生のプロジェ

クトの受け入れ態勢について聞いたことがあります。その受け止め方ということで言うと、先

生のプロジェクトは大変歓迎してるが、できれば自分たちの中でやりたいという雰囲気が若干

あって、この国立神経ロボット・サイバニクスセンターの中にこのＩｍＰＡＣＴからずっとや

ってこられたこの研究がどういう形で最終的に受け入れられ、かつ中のある種の知財も含めた

取引拠点のところはどうなっていくかということはちょっと確認したいなと思うんですが。 

○山海ＰＤ どうもありがとうございます。 

 実はこの取組は日本からの発信の中で彼らが動き始めたということで、前の政権ではこの建

物をつくって技術を入れてセンターオブエクセレンスをこの領域でつくっていきたいというの

がアジアの中での彼らの狙いです。 

 今回新しい政権になって大臣が来られたときに、今上山議員がおっしゃってくださったこと

を実は伝えたのですね。つまり、こうやって進んでいる中で、皆さんのところで科学技術を新

しく入れればいいというだけでこの取組を見ておられますがそれだけでいいのでしょうか。も

しよろしければ、そういうものをつくり出せる人材を日本と一緒になってつくっていきません

か、ということでお伝えしたところ、ぜひお願いします、ということで５年以内にもう２か所、
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同様の施設を建設する計画が発表されました。今回この拠点の中には人材育成ができる仕掛け

を入れていこうかと考えております。そのときには、そこで出てくる知財を含めた枠組みのと

ころも、日本とマレーシアが双方にウィンウィンでよい状況になるように、できれば日本がち

ょっとそこは仕組みとしては主導させていただきながら、日本主導の中でそういう領域をつく

り出す人たちの育成を、日本の中の人材だけではもう足りなくなってきていますので、外のと

ころと一緒になって進めていくという提案です。 

 実は日本だけでは足りなくなるという意味はこうです。文科省も含めてこの領域を重要な拠

点にしてくれて私どもの大学を強化してくれたのは良かったのですが、大学というのはどうし

ても縦割りの世界の中でつばぜり合いをする世界なので、ドンと大きな軸で動かすわけにはい

かないのです。しかし、こういった舵取りのできる海外と組みますと、海外はそれ自体を軸に

持ってくると言ってくれるので、そうすると、今度は海外と一緒に動いた後に、日本に持って

くるという話も一つあると思っています。 

 実はそういうことも含めて先日あべ文科大臣ともお話をして、日本全体の人材、この領域の

人材育成の取組という話とセットで、ちょっとこれから１年はかかりませんが、仕組みのとこ

ろを動かしていきたいなと思っています。 

 ありがとうございます。 

○鈴木議員 それでは、議題１はここまでにさせていただきます。 

午前１１時０５分 閉会 


